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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第48期
第２四半期
連結累計期間

第49期
第２四半期
連結累計期間

第48期
第２四半期
連結会計期間

第49期
第２四半期
連結会計期間

第48期

会計期間

自平成21年
１月１日
至平成21年
６月30日

自平成22年
１月１日
至平成22年
６月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
６月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
６月30日

自平成21年
１月１日
至平成21年
12月31日

売上高（千円） 12,668,53312,673,7294,810,5086,314,54525,144,956

経常利益（千円） 252,719 779,435 112,833 374,474 647,136

四半期（当期）純利益（千円） 357,156 246,127 269,448 157,764 386,593

純資産額（千円） － － 6,607,8226,870,8746,637,838

総資産額（千円） － － 24,067,22821,236,08221,576,399

１株当たり純資産額（円） － － 531.24 548.33 529.69

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
32.14 22.50 24.46 14.42 35.07

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 24.1 28.2 26.9

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,569,981632,088 － － 2,699,437

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,680 △63,248 － － 1,259,832

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,339,767△577,736 － － △4,041,619

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 1,088,205768,426 777,323

従業員数（人） － － 513 523 497

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。 

４．第49期から「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号　平成19年12月27日）及び「工事契約に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号　平成19年12月27日）を適用しております。　
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 523 (88)

 （注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員、季節工を含む。）は、

当第２四半期連結会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。

 

(2）提出会社の状況

 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 243 (2)

 （注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員、季節工を含む。）は、

当第２四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

　当社グループでは生産実績を定義することが困難であるため、「生産の実績」は記載しておりません。

(2) 受注実績

　当第２四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別
セグメントの名称

受注高
（千円）

前年同四半期比
（％）

受注残高
（千円）

前年同四半期比
（％）

建設事業 2,311,504 1,024.4 4,064,549 141.0

設備事業 646,194 92.2 681,403 70.4

住宅事業 5,095,063 122.6 9,452,193 99.5

合計 8,052,761 158.5 14,198,147 106.4

 （注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(3) 販売実績

　当第２四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

前年同四半期比（％）

建設事業（千円） 2,314,671 198.8

設備事業（千円） 894,995 99.0

住宅事業（千円） 2,787,536 113.7

不動産賃貸事業（千円） 221,318 110.8

その他事業（千円） 96,022 106.0

合計（千円） 6,314,545 131.3

　（注）１．セグメント間の取引は、相殺消去しております。

２．前第２四半期連結会計期間及び当第２四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当

該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

大阪ガス株式会社 955,586 19.9 1,197,410 19.0

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。　
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　なお、参考となります連結財務諸表提出会社単独の事業の概況は次のとおりであります。

①　受注工事高、完成工事高及び繰越工事高 

　 区分
期首繰越
工事高
（千円）

期中受注
工事高
（千円）

計
（千円）

期中完成
工事高
（千円）

期末繰越
工事高
（千円）　

前第２四半期累計期間

（自 平成21年１月１日

　至 平成21年６月30日）

建設 5,512,743　 1,233,625　 6,746,368　 3,864,417　 2,881,950　
設備 1,102,728　 1,172,811　 2,275,539　 1,407,857　 867,682　
住宅 235,857　 319,110　 554,968　 311,865　 243,102　

計 6,851,328　 2,725,547　 9,576,876　 5,584,140　 3,992,735　

当第２四半期累計期間

（自 平成22年１月１日

　至 平成22年６月30日）

建設 3,730,055　 3,982,549　 7,712,604　 3,648,055　 4,064,549　
設備 726,616　 1,401,602　 2,128,218　 1,460,401　 667,816　
住宅 232,821　 397,427　 630,248　 402,840　 227,408　

計 4,689,493　 5,781,578　 10,471,072　 5,511,297　 4,959,774　

前事業年度
（自 平成21年１月１日　
　至 平成21年12月31日）

建設 5,512,743　 5,271,554　 10,784,297　 7,054,241　 3,730,055　
設備 1,102,728　 2,506,440　 3,609,168　 2,882,551　 726,616　
住宅 　235,857595,735　 831,593　 598,772　 232,821　

計 　6,851,3288,373,729　 15,225,058　 10,535,565　 4,689,493　

　（注）１．前事業年度以前に受注した工事で、契約の変更により請負金額の増減がある場合、期中受注工事高にそ

の増減額を含めております。したがって、期中完成工事高にもかかる増減額が含まれております。

２. 期末繰越工事高は（期首繰越工事高+期中受注工事高－期中完成工事高）であります。

　

②　受注工事高　

期別　 区分 官公庁（千円） 民間（千円） 計（千円）

前第２四半期会計期間

（自 平成21年４月１日

　至 平成21年６月30日）

建設 　186,960 38,693　 　225,653

設備 　19,410 　618,674 638,085　

住宅 　－ 　176,658 176,658　

計 　206,371 　834,026 1,040,397　

当第２四半期会計期間

（自 平成22年４月１日

　至 平成22年６月30日）　

建設 　836,908 　1,474,595 2,311,504　

設備 　4,250 　578,650 582,901　

住宅 　－ 　187,183 　187,183

計 　841,159 　2,240,429 3,081,589　

　（注）１．受注工事高のうち請負金額１億円以上のものは、次のとおりであります。

前第２四半期会計期間　 　

　 姫路市 姫路市立灘中学校　校舎耐震改修等工事

　 カネス製麺㈱ カネス製麺㈱手延べ素麺工場改修及び倉庫新築工事

当第２四半期会計期間　 　

　 兵庫県　 県営西宮今津住宅第２期建築工事　　

　 姫路市　 飾磨増補幹線（第５工区）下水道及び同工事に伴う付帯工事　

　 山陽電気鉄道㈱　 （仮称）狩口台介護付有料老人ホーム新築工事　
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③　完成工事高

期別　 区分 官公庁（千円） 民間（千円） 計（千円）

前第２四半期会計期間

（自 平成21年４月１日

　至 平成21年６月30日）

建設 23,260　 　1,119,021 　1,142,281

設備 　191,521 　579,207 　770,728

住宅 －　 148,769 　148,769

計 214,781　 1,846,998　 2,061,780　

当第２四半期会計期間

（自 平成22年４月１日

　至 平成22年６月30日）　

建設 　977,074 1,338,141　 　2,315,215

設備 　113,357 　637,343 　750,700

住宅 －　 　213,366 213,366　

計 1,090,431　 　2,188,851 3,279,283　

　（注）１．完成工事高のうち請負金額１億円以上のものは、次のとおりであります。

前第２四半期会計期間 　

　 兵庫県　 県立龍野北高等学校　本館棟・Ａ棟　その他　機械設備工事　

　 社会福祉法人恩賜財団済生会　 小規模特別養護老人ホーム　なでしこ神戸　新築工事　

当第２四半期会計期間 　

　 近畿地方整備局　 国道４３号西宮維持出張所管内遮音壁設置工事　

　 兵庫県　 市川水管橋耐震補強工事　

　 神戸市　 見津が丘特１高区配水池築造工事　

　 国立大学法人神戸大学　 神戸大学（楠）総合研究棟（医学系・Ⅲ期）改修機械設備工事

（※工事進行基準による完成工事高）　

　 社会福祉法人聖ミカエル保育園　 聖ミカエル保育園建替工事　

　 ㈱ホンダ四輪販売山陽　 ホンダカーズ山陽太子中央店増築工事　

２．完成工事高に対する割合が100分の10以上の相手先別の完成工事高及びその割合は、次のとおりであ

ります。

前第２四半期会計期間　 　 　

　 大阪ガス㈱　 893,301千円 43.3％

　 社会福祉法人恩賜財団済生会　 267,922千円 13.0％

当第２四半期会計期間 　 　

　 大阪ガス㈱ 1,162,823千円 35.5％

　 兵庫県　 427,509千円 13.0％

　 神戸市　 334,009千円 10.2％

　

④　繰越工事高（平成22年６月30日現在）

区分 官公庁（千円） 民間（千円） 計（千円）

建設 1,518,080 2,546,469 4,064,549

設備 64,415 603,401 667,816

住宅 － 227,408 227,408

計 1,582,495 3,377,278 4,959,774

　（注）繰越工事のうち請負金額１億円以上のものは、次のとおりであります。

　 大阪府　 大阪府営高槻深沢第４期高層住宅新築工事（第２工区）　

　 兵庫県　 県営西宮今津住宅第２期建築工事　

　 姫路市　 飾磨増補幹線（第５工区）下水道及び同工事に伴う付帯工事　

　 播磨町　 町立小中学校・幼稚園太陽光発電設備設置工事　

　 大阪ガス㈱　 姫路市実法寺工業団地　

　 兵庫西農業協同組合　 ＪＡ兵庫西南光支店新築工事　

　 山陽電気鉄道㈱　 （仮称）狩口台介護付有料老人ホーム新築工事

　 酒本商事㈱　 （仮称）酒本商事㈱小野樫山倉庫新築工事　

　 プロスゲイト㈱　 （仮称）北野レジデンス新築工事　
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２【事業等のリスク】

　当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報

告書（平成22年３月26日提出）における「第２ 事業の状況　４ 事業等のリスク」に記載した内容から重要な変更は

ありません。　

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。　
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであります。　

　

(1) 経営成績の分析 

 

当第２四半期連結会計期間における当社グループの業績につきましては、前年同期と比較して受注が回復傾向に

あり順調に推移したことなどの影響から、売上高は前年同期比31.3％増の6,314,545千円となりました。

利益につきましては、提出会社において収益性の高い物件が完成したことや、連結子会社であるセキスイハイム

山陽株式会社において原価率の低減を図ったことにより、営業利益は前年同期比190.4％増の373,296千円となりま

した。また、有利子負債の圧縮に伴う支払利息の削減等により、経常利益は前年同期比231.9％増の374,474千円とな

りました。四半期純利益につきましては、前年同期は合併に伴う税金費用の軽減があったことによる影響から、前年

同期比41.4％減の157,764千円となりました。

 

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

なお、下記のセグメント別営業損益には、セグメント間の内部取引に係る金額を含んでおります。

　

 

＜建設事業＞ 

建設事業セグメントに関しましては、前年同期と比較して受注が回復したことや、土木工事の繰越工事の多くが

当第２四半期連結会計期間に完成した影響から、建設事業セグメントといたしましては、売上高は前年同期比98.8

％増の2,314,671千円、営業利益は収益性の高い物件が完成したこと等により、前年同期比416.0％増の230,648千円

となりました。 

 

＜設備事業＞ 

設備事業セグメントに関しましては、提出会社において「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号　

平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号　平成19年12月

27日）を第１四半期連結会計期間より適用し、従来の方法によった場合と比較して当第２四半期連結会計期間の売

上高が106,186千円増加しましたが、前年同期には大型物件の完成があったこと等から、売上高はほぼ横這いで前年

同期比1.0％減の894,995千円となりました。営業利益は原価率の低減による影響等から、前年同期比67.5％増の

53,405千円となりました。

 

＜住宅事業＞ 

住宅事業セグメントに関しましては、連結子会社であるセキスイハイム山陽株式会社及び株式会社リブライフに

おいて、前年同期と比較して引渡棟数が増加したことに伴い、売上高は前年同期比13.7％増の2,787,536千円となり

ました。営業利益につきましては、売上高の増加に加えて連結子会社であるセキスイハイム山陽株式会社において

原価率の低減を図ったことにより利益率が改善した結果、営業利益は53,489千円（前年同期　営業損失27,360千

円）となりました。 

 

＜不動産賃貸事業＞ 

不動産賃貸事業セグメントに関しましては、提出会社において平成21年５月より大型不動産物件の賃貸収入が発

生したことから、売上高は前年同期比10.8％増の221,318千円となりましたが、連結子会社である株式会社リブライ

フにおいて、人員の増加に伴い販売費及び一般管理費が増加したこと等から、営業利益は前年同期比56.3％減の

25,812千円となりました。

 

＜その他事業＞ 

その他事業セグメントに関しましては、売上高は前年同期比6.0％増の96,022千円、営業利益は前年同期比72.8％

減の5,408千円となりました。
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(2) 財政状態の分析

 

① 資産

 

　当第２四半期連結会計期間末の資産合計に関しましては、受取手形・完成工事未収入金等及び未収還付法人

税の減少等により、21,236,082千円（前連結会計年度末は21,576,399千円）となりました。

 

② 負債

 

　当第２四半期連結会計期間末の負債合計に関しましては、支払手形・工事未払金等、短期借入金及び長期借入

金が減少したことにより、14,365,208千円（前連結会計年度末は14,938,560千円）となりました。

 

③ 純資産 

 

　当第２四半期連結会計期間末の純資産に関しましては、四半期純利益による増加等により6,870,874千円（前

連結会計年度末は6,637,838千円）となりました。 

 

(3) キャッシュ・フローの状況

 

　当第２四半期連結会計期間におけるキャッシュ・フローは、第１四半期連結会計期間末に比べ営業活動により

216,751千円、投資活動により26,285千円、財務活動により705,727千円が減少した結果、当第２四半期連結会計期間

末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は948,764千円減少し、768,426千円となりました。

　

　主な要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結会計期間における営業活動の結果、税金等調整前四半期純利益354,313千円等の増加要因が

ありますが、未成工事受入金の減少579,133千円及び仕入債務の減少226,023千円等により、資金は216,751千円

の減少（前年同期は805,081千円の増加）となりました。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結会計期間における投資活動の結果、有形固定資産の取得による支出26,136千円等により、資

金は26,285千円の減少（前年同期は36,850千円の増加）となりました。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結会計期間における財務活動の結果、短期借入金の純減額380,000千円及び長期借入金の返済

による支出282,687千円等により、資金は705,727千円の減少（前年同期は1,406,461千円の減少）となりまし

た。

 　

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。
 
(5）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありま

せん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成22年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年８月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 11,532,630 11,532,630
大阪証券取引所

（ＪＡＳＤＡＱ市場）　

権利内容に何ら限定の

ない当社における標準

となる株式であり、単

元株式数は1,000株で

あります。

計 11,532,630 11,532,630 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年４月１日～
平成22年６月30日

－ 11,532,630 － 764,815 － 705,825
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（６）【大株主の状況】

 平成22年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

三木　茂克 兵庫県姫路市 2,339 20.28

有限会社フレンド商会 兵庫県姫路市東辻井２丁目３-10 706 6.13

三木　佳美 兵庫県姫路市 593 5.15

美樹工業社員持株会 兵庫県姫路市東延末二丁目50番地 288 2.50

黒田　幸三 兵庫県姫路市 269 2.33

平野　勝也 兵庫県姫路市 268 2.32

三木　博也 兵庫県姫路市 241 2.09

中田　純夫 兵庫県姫路市 234 2.03

白石　満雄 埼玉県久喜市 227 1.96

三木　立子 兵庫県姫路市 206 1.78

計 － 5,376 46.61

　（注）上記のほか、自己株式が594千株あります。

　

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成22年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 594,000 －
権利内容に何ら限定のない当社
における標準となる株式

完全議決権株式（その他） 普通株式 10,924,000 10,924 同上

単元未満株式 普通株式 14,630 － 同上

発行済株式総数 11,532,630－ －

総株主の議決権 － 10,924 －

 （注）「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が4,000株含まれておりま
す。また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数４個が含まれております。

  

②【自己株式等】

　 平成22年６月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に対
する所有株式数の割
合（％）

美樹工業株式会社
兵庫県姫路市東延
末二丁目50番地

594,000 － 594,000 5.15

計 － 594,000 － 594,000 5.15
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成22年１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

最高（円） 188 188 200 230 232 220

最低（円） 176 172 176 198 203 193

 （注）最高・最低株価は平成22年４月１日より大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ市場におけるものであり、それ以前は

ジャスダック証券取引所におけるものであります。

 

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。

　

なお、当社は業務執行役機能の強化等を目的に執行役員制度を導入しております。

平成22年８月12日現在の執行役員は次のとおりであります。　 

執行役員    岡　　祐介    設備事業本部　神戸営業部長

執行役員    大谷　恵一    建設事業本部　建設事業本部長

執行役員    永安　治夫    導管事業本部　維持管理事業部長

執行役員　　魚澤　誠治　　経営企画部長 
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第

14号）に準じて記載しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成21年１月１日から平成21年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成22年１月１日から

平成22年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平

成21年６月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成21年１月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第２四半

期連結累計期間（平成22年１月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、仰星監査法人

による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年12月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 696,772 476,868

受取手形・完成工事未収入金等 1,039,765 ※5
 1,216,123

たな卸資産 ※1, ※6
 6,261,936

※1, ※4
 6,324,552

繰延税金資産 137,307 137,234

未収還付法人税等 56,536 148,730

その他 269,555 502,603

貸倒引当金 △8,144 △7,525

流動資産合計 8,453,728 8,798,587

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 4,442,914 4,575,825

機械・運搬具（純額） 32,436 26,078

工具器具・備品（純額） 703,696 705,720

土地 5,919,753 ※4
 5,919,753

リース資産（純額） 308,680 298,130

建設仮勘定 27,335 17,190

有形固定資産合計 ※2
 11,434,815

※2
 11,542,698

無形固定資産 27,669 28,555

投資その他の資産

投資有価証券 483,225 481,192

破産更生債権等 199,157 196,729

繰延税金資産 280,934 282,201

その他 630,545 518,101

貸倒引当金 △273,993 △271,667

投資その他の資産合計 1,319,869 1,206,557

固定資産合計 12,782,354 12,777,811

資産合計 21,236,082 21,576,399
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 1,358,625 1,617,233

短期借入金 2,920,000 3,120,000

1年内返済予定の長期借入金 800,748 700,748

未払法人税等 228,086 13,910

未成工事受入金 1,800,686 1,872,863

賞与引当金 108,077 97,781

役員賞与引当金 － 12,000

完成工事補償引当金 291,714 128,948

工事損失引当金 ※6
 12,548 －

リース債務 103,016 87,494

その他 591,146 770,161

流動負債合計 8,214,650 8,421,141

固定負債

社債 600,000 600,000

長期借入金 4,596,590 4,973,634

退職給付引当金 219,409 202,172

役員退職慰労引当金 224,208 227,408

リース債務 213,243 217,248

その他 297,106 296,956

固定負債合計 6,150,557 6,517,419

負債合計 14,365,208 14,938,560

純資産の部

株主資本

資本金 764,815 764,815

資本剰余金 705,825 705,825

利益剰余金 4,643,734 4,441,360

自己株式 △107,829 △107,829

株主資本合計 6,006,544 5,804,170

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △8,780 △10,290

評価・換算差額等合計 △8,780 △10,290

少数株主持分 873,110 843,958

純資産合計 6,870,874 6,637,838

負債純資産合計 21,236,082 21,576,399
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年６月30日)

売上高 12,668,533 12,673,729

売上原価 10,215,288 9,660,051

売上総利益 2,453,244 3,013,678

販売費及び一般管理費 ※1
 2,137,264

※1
 2,208,787

営業利益 315,980 804,890

営業外収益

受取利息 4,936 6,147

受取配当金 2,466 2,439

持分法による投資利益 1,856 150

その他 23,969 26,297

営業外収益合計 33,229 35,035

営業外費用

支払利息 69,974 46,835

社債利息 6,095 2,056

シンジケートローン手数料 3,000 3,000

その他 17,419 8,599

営業外費用合計 96,490 60,490

経常利益 252,719 779,435

特別利益

前期損益修正益 1,687 ※2
 72,730

固定資産売却益 － 1,207

貸倒引当金戻入額 － 315

投資有価証券売却益 4,341 －

特別利益合計 6,029 74,252

特別損失

固定資産売却損 26,971 －

固定資産除却損 2,814 1,688

貸倒引当金繰入額 4,911 2,828

ゴルフ会員権評価損 309 －

投資有価証券評価損 － 15,959

完成工事補償引当金繰入額 24,010 164,082

特別損失合計 59,016 184,558

税金等調整前四半期純利益 199,732 669,129

法人税、住民税及び事業税 132,252 365,876

過年度法人税等 － 19,307

法人税等調整額 △270,233 －

法人税等合計 △137,980 385,183

少数株主利益又は少数株主損失（△） △19,443 37,818

四半期純利益 357,156 246,127
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

売上高 4,810,508 6,314,545

売上原価 3,703,372 4,856,640

売上総利益 1,107,136 1,457,905

販売費及び一般管理費 ※1
 978,604

※1
 1,084,608

営業利益 128,531 373,296

営業外収益

受取利息 2,043 2,659

受取配当金 2,466 2,439

持分法による投資利益 486 2,646

その他 18,406 22,279

営業外収益合計 23,403 30,026

営業外費用

支払利息 33,181 23,309

社債利息 1,795 983

その他 4,124 4,556

営業外費用合計 39,101 28,849

経常利益 112,833 374,474

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 315

投資有価証券売却益 4,341 －

特別利益合計 4,341 315

特別損失

固定資産売却損 26,564 －

固定資産除却損 24 1,687

貸倒引当金繰入額 3,650 2,828

投資有価証券評価損 － 15,959

特別損失合計 30,239 20,475

税金等調整前四半期純利益 86,936 354,313

法人税、住民税及び事業税 15,879 181,082

過年度法人税等 － 1,001

法人税等調整額 △189,168 －

法人税等合計 △173,289 182,083

少数株主利益又は少数株主損失（△） △9,223 14,465

四半期純利益 269,448 157,764
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 199,732 669,129

減価償却費 187,455 225,898

貸倒引当金の増減額（△は減少） 4,325 2,945

賞与引当金の増減額（△は減少） 5,996 10,296

役員賞与引当金の増減額（△は減少） － △12,000

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 18,998 162,765

退職給付引当金の増減額（△は減少） 6,868 17,237

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 15,598 △3,200

受取利息及び受取配当金 △7,402 △8,587

支払利息及び社債利息 76,070 48,891

持分法による投資損益（△は益） △1,856 △150

固定資産売却損益（△は益） 26,971 △1,207

固定資産除却損 2,814 1,688

投資有価証券売却損益（△は益） △4,341 －

投資有価証券評価損益（△は益） － 15,959

ゴルフ会員権評価損 309 －

前期損益修正損益（△は益） △1,687 △72,730

売上債権の増減額（△は増加） 223,643 176,358

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,850,652 50,264

仕入債務の増減額（△は減少） △394,489 △258,608

未払費用の増減額（△は減少） △45,046 △10,146

未成工事受入金の増減額（△は減少） △387,267 △72,176

その他 131,813 △189,259

小計 1,909,156 753,367

利息及び配当金の受取額 8,325 8,082

利息の支払額 △71,644 △50,188

法人税等の支払額 △272,856 △76,173

その他の支出 △3,000 △3,000

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,569,981 632,088

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △47,003 △51,417

有形固定資産の売却による収入 33,983 4,518

無形固定資産の取得による支出 △6,762 △1,050

投資有価証券の取得による支出 △299 △15,300

投資有価証券の売却による収入 18,401 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,680 △63,248

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △2,590,000 △200,000

長期借入れによる収入 2,040,000 200,000

長期借入金の返済による支出 △370,044 △477,044

社債の償還による支出 △300,000 －

リース債務の返済による支出 △20,160 △48,219

配当金の支払額 △44,850 △43,806

少数株主への配当金の支払額 △8,666 △8,666

自己株式の取得による支出 △46,047 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,339,767 △577,736
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年６月30日)

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 228,533 △8,896

現金及び現金同等物の期首残高 859,672 777,323

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,088,205

※
 768,426
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年６月30日）

会計処理基準に関する事項の変更 (1) 完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更　

　請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用し

ておりましたが、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号　平

成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会

計基準適用指針第18号　平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間か

ら適用し、第１四半期連結会計期間に着手した工事契約から当第２四半期

連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事に

ついては工事進行基準（工事の進捗度の見積りは原価比例法）を、その他

の工事については工事完成基準を適用しております。

　これにより、当第２四半期連結累計期間の売上高は106,186千円増加し営

業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は、それぞれ11,702千円増

加しております。

　なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。

　

　 (2) 税金費用の計算

　従来、税金費用については、四半期連結会計期間を含む事業年度の法人税

等の計算に適用される税率に基づき年度決算と同様の方法により計算をし

ておりましたが、四半期連結会計期間の税引前当期純利益に対する税金費

用を平準化させること及び四半期決算における迅速性に対応するため、第

１四半期連結会計期間から税引前四半期純利益に見積実効税率を乗じて計

算する方法に変更しております。

　この結果、従来の方法によった場合と比べ、当第２四半期連結累計期間の

四半期純利益が16,773千円減少しております。
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【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年６月30日）

１．たな卸資産の評価方法 　当第２四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を

省略し、前連結会計年度末の実地たな卸高を基礎として合理的な方法により

算定する方法によっております。

　

２．一般債権の貸倒見積額の算定方法 　一般債権に係る貸倒引当金は、前連結会計年度末に算定した貸倒実績率等

から著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等

を用いて算定しております。

　

３．固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の

額を期間按分して算定する方法によっております。  

　

４．完成工事補償引当金繰入額の算定方

法

　完成工事補償引当金は、前連結会計年度決算において算定した完成工事高

に係る責任補修費用の実績率から著しい変化がないと認められるため、前連

結会計年度末の実績率を用いて算定しております。

　なお、特定物件については工事費の発生見込相当額を個別に見積り、計上し

ております。　

　

５．繰延税金資産の回収可能性の判断　 　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経

営環境等及び一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるため、

前連結会計年度決算において使用した将来の業績予測やタックス・プラン

ニングを利用する方法によっております。　

　　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年６月30日）

（税金費用の計算）　

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使

用する方法によっております。　

　なお、法人税等調整額は、法人税、住民税及び事業税に含めて表示しております。 

 

  

　

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年６月30日）

（工事損失引当金）

　当第２四半期連結会計年度末における手持工事のうち、損失の発生が見込まれ、かつ、その金額を合理的に見積もること

が出来る請負工事が認識されたことから、受注工事に係る将来の損失に備えるため、工事損失引当金を計上しておりま

す。これにより、繰入額を売上原価に計上した結果、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四

半期純利益は12,548千円減少しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成21年12月31日）

※１　たな卸資産の内訳は下記のとおりであります。 

 販売用不動産 3,622,562千円

 商品 20,256千円

 未成工事支出金 2,485,741千円

 材料貯蔵品 133,375千円

 　　計 6,261,936千円

※１　たな卸資産の内訳は下記のとおりであります。 

 販売用不動産 3,533,720千円

 商品 25,790千円

 未成工事支出金 2,626,608千円

 材料貯蔵品 138,433千円

 　　計 6,324,552千円

※２　有形固定資産の減価償却累計額

 2,025,174千円

※２　有形固定資産の減価償却累計額

 1,817,463千円

　３　偶発債務（債務保証等）

(1)下記の債務に対して、保証を行っております。

ユニット住宅購入者が利

用する住宅ローン

572,410

 

千円

 

(2)受取手形裏書譲渡高 2,657千円

　３ 偶発債務（債務保証等）

(1)下記の債務に対して、保証を行っております。

ユニット住宅購入者が利

用する住宅ローン

631,110

 

千円

 

(2)下記の会社の金融機関借入金に対して、保証を

　行っております。 

㈱シンセイ 450千円

(3)受取手形裏書譲渡高  2,563千円

――――――― ※４　販売用不動産の保有目的の変更

　従来、「たな卸資産」に含まれる「販売用不動産」と

して保有していた土地の一部について、住宅展示場用

地に保有目的を変更したため、下記のとおり、有形固定

資産に振り替えております。

有形固定資産 214,280 千円

 

――――――― ※５　連結会計年度末日満期手形

　連結会計年度末日満期手形の会計処理については、

当連結会計年度の末日が金融機関の休日でしたが、満

期日に決済が行われたものとして処理しております。

　当連結会計年度末日満期手形の金額は、次のとおり

であります。

受取手形 975千円

※６　工事損失引当金

　損失の発生が見込まれる工事契約に係るたな卸資産

（未成工事支出金）と工事損失引当金は、相殺せずに

両建で表示しております。

　損失の発生が見込まれる工事契約に係るたな卸資産

（未成工事支出金）のうち、工事損失引当金に対応す

る額は25,198千円であります。

　

―――――――
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（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年６月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

給与手当及び賞与 738,544千円

役員退職慰労引当金繰入額 15,598千円

賞与引当金繰入額 76,552千円

役員賞与引当金繰入額 11,800千円

退職給付費用 38,305千円

　

――――――

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

給与手当及び賞与 855,713千円

役員退職慰労引当金繰入額 16,831千円

賞与引当金繰入額 97,346千円

役員賞与引当金繰入額 12,800千円

退職給付費用 37,625千円

　

※２　前期損益修正益の内訳は次のとおりであります。

過年度の売上原価に係る修正額 72,730千円

　

 

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

給与手当及び賞与 383,599千円

役員退職慰労引当金繰入額 8,034千円

賞与引当金繰入額 △56,714千円

退職給付費用 20,966千円

　

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

給与手当及び賞与 482,652千円

役員退職慰労引当金繰入額 9,208千円

賞与引当金繰入額 △27,032千円

退職給付費用 24,578千円

　

 

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

 （平成21年６月30日現在）

現金預金 809,394千円

預け金 303,811千円

預入期間が３ヵ月を

超える定期預金
△25,000千円

現金及び現金同等物 1,088,205千円

 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

 （平成22年６月30日現在）

現金預金 696,772千円

預け金 96,654千円

預入期間が３ヵ月を

超える定期預金
△25,000千円

現金及び現金同等物 768,426千円
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成22年１月１日　至　

平成22年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

 普通株式　　　　　 　11,532千株

  

２．自己株式の種類及び株式数

 普通株式　　　　　　　　594千株

  

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

  

４．配当に関する事項

（1）配当金支払額

（決議） 
株式の種類 

配当金の総額 
（千円） 

１株当たり
配当額
（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年３月25日
定時株主総会 

普通株式 43,753 4.0 平成21年12月31日平成22年３月26日利益剰余金 

（2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

（決議） 
株式の種類 

配当金の総額 
（千円） 

１株当たり
配当額
（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年７月29日
取締役会 

普通株式 43,753 4.0 平成22年６月30日平成22年９月１日 利益剰余金 
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

 
建設
（千円）

設備
（千円）

住宅
（千円）

不動産賃貸
（千円）

その他 
（千円） 

計
（千円）

消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高         
(1)外部顧客に対する売上高 1,164,381903,6632,452,214199,67390,5754,810,508 － 4,810,508

(2)セグメント間の内部売上
高又は振替高

－ 83,50712,35325,174 － 121,035(121,035) －

計 1,164,381987,1702,464,568224,84790,5754,931,544(121,035) 4,810,508

営業利益又は営業損失
（△）

44,70131,880△27,36059,04619,896128,163 368 128,531

　

当第２四半期連結会計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）

 
建設
（千円）

設備
（千円）

住宅
（千円）

不動産賃貸
（千円）

その他 
（千円） 

計
（千円）

消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高         
(1)外部顧客に対する売上高 2,314,671894,9952,787,536221,31896,0226,314,545 － 6,314,545

(2)セグメント間の内部売上
高又は振替高

850 83,560 8,703 2,325 － 95,439(95,439) －

計 2,315,521978,5562,796,240223,64396,0226,409,985(95,439) 6,314,545

営業利益 230,64853,40553,48925,812 5,408368,7644,532373,296

 
前第２四半期連結累計期間（自平成21年１月１日　至平成21年６月30日）

 
建設
（千円）

設備
（千円）

住宅
（千円）

不動産賃貸
（千円）

その他 
（千円） 

計
（千円）

消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高         
(1)外部顧客に対する売上高 4,263,2911,802,5986,080,295357,211165,13612,668,533－ 12,668,533

(2)セグメント間の内部売上
高又は振替高

－ 186,19719,57557,224 － 262,996(262,996) －

計 4,263,2911,988,7956,099,870414,435165,13612,931,529(262,996)12,668,533

営業利益又は営業損失
（△）

245,20261,494△104,696115,394△3,964313,4302,550315,980

　

当第２四半期連結累計期間（自平成22年１月１日　至平成22年６月30日）

 
建設
（千円）

設備
（千円）

住宅
（千円）

不動産賃貸
（千円）

その他 
（千円） 

計
（千円）

消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高         
(1)外部顧客に対する売上高 3,677,8751,624,0106,761,909447,229162,70412,673,729－ 12,673,729

(2)セグメント間の内部売上
高又は振替高

850 194,54018,351 5,850 － 219,591(219,591) －

計 3,678,7251,818,5506,780,261453,079162,70412,893,321(219,591)12,673,729

営業利益又は営業損失
（△）

310,61858,655338,43986,123 △689 793,14711,743804,890

（注）１．事業区分の方法

事業は市場及び販売方法の類似性によりセグメンテーションしております。
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２. 各区分に属する主要な事業の内容

区分 主要な事業の内容

建設 建築工事、土木工事、都市ガス導管敷設工事、マンション分譲

設備 給排水工事、空調衛生設備工事、ガス・住設機器工事

住宅 ユニット住宅の建築・販売、戸建住宅・宅地分譲、住宅リフォーム工事

不動産賃貸 不動産物件の賃貸及び管理

その他 パブリックゴルフ場経営、損害保険代理店業、飲食事業の経営

３．会計処理の方法の変更

前第２四半期連結累計期間

（棚卸資産の評価に関する会計基準）

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」２.に記載のとおり、第１四半期

連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）を

適用しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間にお

いて建設事業で営業利益が17,293千円減少し、住宅事業で営業損失が26,254千円増加しております。

　

当第２四半期連結累計期間

（工事契約に関する会計基準）　

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」(1）に記載のとおり、第１四半期

連結会計期間より「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号　平成19年12月27日）及び「工

事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号　平成19年12月27日）を適用して

おります。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、設備事業で売上高が106,186千円増加し、

営業利益が11,702千円増加しております。

 

　

【所在地別セグメント情報】

　前第２四半期連結会計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）及び当第２四半期連結会計期間（自

平成22年４月１日　至平成22年６月30日）並びに前第２四半期連結累計期間（自平成21年１月１日　至平成21年

６月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成22年１月１日　至平成22年６月30日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

 

　

【海外売上高】

  前第２四半期連結会計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）及び当第２四半期連結会計期間

（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）並びに前第２四半期連結累計期間（自平成21年１月１日　至平成

21年６月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成22年１月１日　至平成22年６月30日）

　海外売上高がないため該当事項はありません。　

 

　

（有価証券関係）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があり

ません。

　

　

（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。

 

 

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。 
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成21年12月31日）

１株当たり純資産額 548円33銭 １株当たり純資産額 529円69銭

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
　  至　平成21年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
　  至　平成22年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 32円14銭

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

１株当たり四半期純利益金額 22円50銭

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

　（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年６月30日）

四半期純利益（千円） 357,156 246,127

普通株主に帰属しない金額（千円）     －     －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 357,156 246,127

期中平均株式数（株） 11,112,370 10,938,332

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
    至　平成21年６月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
    至　平成22年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 24円46銭

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

１株当たり四半期純利益金額 14円42銭

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

　（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

四半期純利益（千円） 269,448 157,764

普通株主に帰属しない金額（千円）     －     －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 269,448 157,764

期中平均株式数（株） 11,017,430 10,938,332

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

次へ
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（リース取引関係）

　リース取引開始日が平成19年12月31日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸

借取引に係る方法に準じて会計処理を行っております。なお、当第２四半期連結会計期間末におけるリース取引

残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載を省略しております。
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２【その他】

平成22年７月29日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）中間配当による配当金の総額……………………43百万円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………４円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成22年９月１日

（注）平成22年６月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年８月10日

美樹工業株式会社

取締役会　御中

仰星監査法人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 岩井　伸太郎　印

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 徳丸　公義　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている美樹工業株式会社の

平成21年１月１日から平成21年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年

６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年１月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、美樹工業株式会社及び連結子会社の平成21年６月30日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

追記情報

　四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されているとおり、会社は第１四半期連結会計期

間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」を適用している。　

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

 ２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年８月９日

美樹工業株式会社

取締役会　御中

仰星監査法人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 徳丸　公義　印

 業務執行社員  公認会計士 里見　優　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている美樹工業株式会社の

平成22年１月１日から平成22年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年

６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成22年１月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、美樹工業株式会社及び連結子会社の平成22年６月30日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

１．「四半期連結財務表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、会社は第１四半期連結

会計期間より「工事契約に関する会計基準」及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」を適用している。

２．「四半期連結財務表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、会社は税金費用の計算

について、第１四半期連結会計期間より、年度決算と同様の方法から税引前四半期純利益に見積実効税率を乗じて計算

する方法に変更を行っている。　

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

 ２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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